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1962年広島市出身。
高校教諭を経て1989年から2001年まで広島大学原爆放射能医学研究所に勤務、
2001年に茨城大学に赴任し現在に至る。放射線生物学を専門とし、（一社）日本放射線
影響学会・評議員を務める。経済産業省「トリチウム水タスクフォース」および「多核種除
去設備等処理水の取扱いに関する小委員会」委員を歴任。2022年より環境科学技術
研究所トリチウム研究センター長を併任。

主 催 ：  青森県　（公財）環境科学技術研究所　（公財）日本海洋科学振興財団

令和 4年

10月13日(木)
13時30分～15時30分（開場13時）

お申し込み方法

新型コロナウイルス感染症対策について

TEL.0175ｰ71ｰ1240  FAX.0175ｰ71ｰ1270
〒039-3212 上北郡六ヶ所村尾駮家ノ前 1-7 ホームページ  https://www.ies.or.jp/　電子メール  kanken@ies.or.jp 

お申込み・お問合せ：公益財団法人 環境科学技術研究所 共創センター

1962年広

「トリチウムってなに？
  ～ トリチウム研究センターが目指すもの ～」

田 内　 広
高校
20
影響
去設
研究

 ～ トリチウム研究センターが目指すすも

田 内　 広

環境科学技術研究所
トリチウム研究センター　センター長
茨城大学理工学研究科（理学野） 生物科学領域教授

放射線に関する調査内容や活動状況についてご紹介します。

日 時

六ヶ所村文化交流プラザ スワニー 大会議室１～４
上北郡六ヶ所村尾駮野附1-8　☎TEL 0175-72-3400

会 場

日本海洋科学振興財団　むつ海洋研究所所長　渡 邉　修 一
●海のデータを使おう～海洋のSDGsと日本海洋科学振興財団～

●「地域と共に歩む ～共創センターが目指すもの～」
三 谷　啓 志環境科学技術研究所　共創センター　センター長



・
本
は
が
き
で
収
集
し
た
個
人
情
報
は
、
本
報
告
会
の
運
営
に
関
す
る
当
研
究
所
か
ら
の

　
ご
連
絡
や
ご
案
内
に
の
み
利
用
い
た
し
ま
す
。

令
和
4年
10月

12日

環
境
科
学
セ
ミ
ナ
ー
（
六
ヶ
所
会
場
）

上
北
郡
六
ケ
所
村

　
尾
駮
家
ノ
前
一
番
七

公
益
財
団
法
人

環
境
科
学
技
術
研
究
所

 共
創
セ
ン
タ
ー
　
共
創
推
進
課
  行

野辺地郵便局
承
認

料
金
受
取
人
払
郵
便

53

放
射
線
に
関
す
る
こ
と
な
ど
聞
き
た
い
こ
と
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒

電
話
番
号

参加人数

（
　
　
　
　
　
　
）

FAX
送
信
の
場
合
 0175-71-1270

へ

有機化合物

Ｔ
OBT

有機結合型トリチウム

生物学的半減期
●10 日間

94～ 95％

5～ 6％

生物学的半減期
●短期成分40 日間
●長期成分1年

吸入

排泄

摂取
吸収

血液循環

尿（55％）
糞便（4％）
呼気（12％）
その他（29％）

Ｏ
Ｈ Ｔ

トリチウム水
HTO

Ｏ
Ｈ Ｔ
HTO

トリチウム水

水素原子とトリチウム原子

中性子

陽子陽子

電子

水素原子 トリチウム原子

弱いベータ線


